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2009.06.04 
第一無線コンピュータシステム(株) 

SGR プロジェクト info@a-sgr.net 
 
 
 

「SONY VAIO type P の不具合対応に関するお知らせ」 
 
 

状況：ユーザー様より、「SONY 製ノートパソコン VAIO type P との組み合わせで、 

α-SGR(Rukbat)が立ち上がらない不具合」についてご指摘をいただきました。 

以下に原因及び対応方法をお知らせいたします。 

 

原因：VAIO Type P には、「VAIO Location Search」という type P にだけ搭載されている VAIO オリジ

ナルソフトウェアがデフォルトで動いています。 このソフトウエアは、GPS とインターフェイスする

ため、VAIO Virtual COM Port : COM3 がデフォルトでサービスを常駐するように設定されていま

す。 

α-SGR(Rukbat)は、COM ポートインターフェイスで接続します。 Ｒｕｋｂａｔは起動時に COM ポ

ート･スキャンを行い、制御装置(リレーBOX)を自動的に接続します。 この時、VAIO Virtual COM 

Port : COM3 が影響し、α-SGR(Rukbat)が立ち上がらない現象が発生します。 

 

対応：VAIO Virtual COM Port : COM3 のサービス常駐を OFF にすることによって、正常に立ち上がり

ます。 

この設定により「VAIO Location Search」の GPS インターフェイスが使用出来なくなりますので、

α-SGR(Rukbat)との同時運用は避けてください。 

 

設定方法： 

コントロールパネル → システムとメンテナンス → VAIO の設定 

→ VAIO Location Search の設定 → 位置情報取得のサービス → サービスを常駐する 

→ チェックを外す 

→ システム再起動 → α-SGR(Rukbat)の起動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを外す 
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参考：ＶＡＩＯ ＴｙｐｅＰの補足資料 

 

VAIO type P によるα-SGR(Rukbat)の運用について 

 

１，α-SGR(Rukbat)単独でご使用になる場合は、問題なく使用可能です。 

 

２，α-SGR(Rukbat)と撮影用ユーティリティーとの組み合わせる場合は、ＣＰＵ負荷等の運用試験

が必要です。実験的に行ってみましたが、ＣＰＵ負荷はほぼ１００％になります。お奨め出来ま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，α-SGR(Rukbat)と他のソフトウエアとの組み合わせにおいても、ＣＰＵ負荷に余裕が有ることを

確認してください。 (ナビケーション・ソフトウエアとの組み合わせは等） 

 

以上 


